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進捗評価シート （様式１-１）

評価対象年度 令和３年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

評価軸①-1
組織体制

項目

計画実現のための推進体制

　郡上市郡上八幡北町伝統的建造物群保存地区での事業検討や歴史まちづくりの推進のために、建設部都市
住宅課、教育委員会社会教育課などによるプロジェクトチームを結成しており、情報交換とともに各課が協力した
施策を展開する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　庁内プロジェクトチームの共通認識のもと関係部局との連携体制を構築し、引き続き歴史まちづくりに関する事業進捗管
理、情報収集、資料作成等を行った。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　（特記事項なし）

状況を示す写真や資料等

▲郡上市景観審議会

▲推進体制図

日　　程 内　　　　容

令和3年10月24日

・篠脇城・東氏館跡の調査について
・白鳥拝殿踊りの調査について
・八幡城跡石垣調査・天守耐震補強工事について
・郡上市文化財保存活用地域計画について

令和4年3月11日
・令和２・３年度篠脇城跡発掘調査の成果について
・白鳥拝殿踊りの調査について
・八幡城天守防災工事にについて

日　　程 内　　　　容

令和3年10月24日

・令和２・３年度伝建修理修景事業等の実績・進捗状況
 報告について
・郡上市伝統的建造物群保存地区における建築基準法
　の制限の緩和に関する条例について
・令和４年度伝建修理修景事業の事業計画について
・八幡城天守防災工事について
・伝建選定10周年記念事業について

郡上景観審議会

日　　程 内　　　　容

令和3年6月3日

・景観百景認定審査について
・景観計画の見直しについて
・景観百景プロジェクト事業について
・令和２年度景観計画の届出について

郡上市都市計画審議会

日　　程 内　　　　容

令和4年3月30日
・都市計画事業等の進捗状況について
・伝建事業等の進捗状況について

郡上市文化財保護審議会

郡上市伝統的建造物群保存地区保存審議会
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進捗評価シート （様式１-２）

評価対象年度 令和３年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

　令和3年3月に岐阜県において濃飛横断自動車道が(都)一般国道256号線として都市計画決定された。併せて、令和3年3
月開催の郡上市都市計画審議会にて、所要の変更を加えた八幡都市計画マスタープランの変更案が承認された。そして、
令和3年4月に郡上市八幡都市計画マスタープランの改訂版を発行した。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

評価軸②-1
重点区域における良好な景観を形成する施策

項目

八幡都市計画との連携

　策定から概ね20年を迎える八幡都市計画マスタープランの見直しに際し、用途区域の追加、防災計画、交通計
画等を地域住民と協働で検討していく。さらに、重点区域における快適な日常生活と四季を通じた観光との調和
に配慮しながら歴史的な町並みの保全・整備を図る。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　（特記事項なし）

状況を示す写真や資料等

▲第1回郡上市都市計画審議会

▲都市計画マスタープラン表紙（令和3年4月改訂）

▲都市計画マスタープラン（一部抜粋）

郡上市都市計画審議会

日　　程 内　　　　容

令和4年3月30日
・都市計画事業等の進捗状況について
・伝建事業等の進捗状況について

郡上市－3



進捗評価シート （様式１-２）

評価対象年度 令和３年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

　郡上八幡市街地まちなみづくり町民協定に基づく建築物審査件数：１５件
　町民協定の建物等審査委員会（事務局：郡上市役所建設部都市住宅課）による適正な誘導が行われ、良好な町並み景観
の維持向上が図られた。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　町民協定の有効期限が令和４年５月末である。適正な景観誘導を図るうえで重要な協
定であるため、期間延長を図る必要がある。

状況を示す写真や資料等

評価軸②-2
重点区域における良好な景観を形成する施策

項目

郡上八幡市街地まちなみづくり町民協定との連携

　「城下町郡上八幡地区」内の中央区域、北部区域、東部区域、南部区域の37地区が協定を締結し、建築物、工
作物の新増改築、除却、外観の変更行為に関して住民自らが基準を設けて審査を行い、景観保全を行ってい
る。今後も、この協定を維持し、更に良好な景観形成になるよう取り組む。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

▲郡上八幡市街地まちなみづくり町民協定範囲 （北部、中央、東部、南部の４区域）

伝建地区

▲郡上八幡市街地まちなみづくり町民協定建物等審査委員会による現地審査の様子

（写真左）南部区域の新栄町地区内の一戸建て住宅新築に係る現地審査

（写真右）南部区域の栄町地区内の一戸建て住宅新築に係る現地審査

郡上市－4



進捗評価シート （様式１-２）

評価対象年度 令和３年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

景観計画区域内における行為届出件数：24件、公的機関8件
郡上市景観百景の審査及び認定：1団体
　景観審議会にて、申請団体（1団体）の提出した景観マニュアルについて認定審査及び現地審査を実施した。
　審議会からの景観百景認定の答申を受けて、市長より申請団体に郡上市景観百景の認定をした。
屋外広告物許可件数：新規６７件、更新６７件
　景観審議会と連携し、重点区域内で屋外広告物に関する届出等の啓発活動を実施し、住民意識の向上に努めた。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　郡上市景観百景の新規認定団体数が減少傾向にあるため、より一層の周知を図る。ま
た、施行から１０年経過する郡上市景観計画の定期見直しに合わせ、内部的な調査研究
に留まっている屋外広告物の市独自条例についても方向性を再検討する必要がある。

状況を示す写真や資料等

評価軸②-3
重点区域における良好な景観を形成する施策

項目

郡上市景観計画との連携、屋外広告物に関する規制との連携

　地域の魅力ある景観とその創出に貢献する活動を、発見・推進し、将来へ守り育てていくため「郡上市景観百
景」の認定制度を創設している。また、隔年で郡上市景観賞を実施し、郡上市の景観形成に著しく寄与していると
認められる建築物、工作物、活動等を表彰することで、景観形成に対する市民意識の高揚と郡上市ならではの
個性と魅力あふれるまちづくりの機運を醸成している。重点区域のように本市を代表するような特徴的な景観を
有している地区や、住民自らが積極的に景観形成に取り組む地区については、住民等の合意形成に基づき、よ
り重点的に景観形成に取り組む『景観形成重点地区』としての位置づけを目指す。
　なお、屋外広告物規制に関しては岐阜県条例を適用しているが、市独自条例を制定する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

▲景観百景認定式（令和３年７月１９日） ▲屋外広告物の現状確認（令和３年９月３日）

▲景観審議会による景観百景認定の現地審査

（令和３年６月２日）
▲認定された景観マニュアル（1部抜粋）

郡上市－5



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和３年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

　重点区域内において歴史的風致形成建造物を維持・保存する修理に伴う工事費の一部を助成する。
　建造物の真正性を確保するため、郡上市歴史的風致維持向上計画協議会において修理基準について協議を
行い、ガイドライン等を策定する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　「郡上市歴史的風致維持向上計画」の重点区域内における、地域の歴史的風致を形成し、また歴史的風致の維持向上の
ために保全を図る必要がある建造物について、「歴史的風致形成建造物」として指定するためのガイドライン「歴史的風致形
成建造物指定の手引き」を策定した。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　策定したガイドラインに基づき、具体的な「歴史的風致形成建造物」指定に向けて要綱
を制定する。また、指定候補となる建造物の選定を行う。

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

歴史的風致形成建造物修理修景事業

平成27年度～令和5年度

市単独事業　※令和2年度～令和5年度：社会資本整備総合交付金（住環境整備事業）

▲社会資本総合整備計画（住環境整備事業）概要図

▲「歴史的風致形成建造物指定の手引き」（1部抜粋）

▲歴史的風致形成建造物の指定候補

島谷用水路取水口

旧林療院本館

旧八幡町役場庁舎

郡上市－6



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和３年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　策定したガイドラインに基づき、具体的な「歴史的風致形成建造物」指定に向けて要綱
を制定する。また、指定候補となる建造物の選定を行う。

状況を示す写真や資料等

市単独事業

　重点区域内において、一般建造物を歴史的町並みに調和させる修景に伴う工事費の一部を助成する。
　建造物と町並みの調和を確保するため、郡上市歴史的風致維持向上計画協議会において修景基準について
協議を行い、ガイドライン等を策定する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　歴史的風致形成建造物に指定された建造物への助成事業として、「歴史的風致形成建造物修理修景事業補助金」に関す
る制度をまとめたガイドライン「歴史的風致形成建造物指定の手引き」を策定した。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

評価軸③-2
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

歴史的建造物に関する修景助成事業

平成27年度～令和5年度

▲「歴史的風致形成建造物指定の手引き」（1部抜粋）

郡上市－7



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和３年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　（特記事項なし）

状況を示す写真や資料等

郡上八幡北町伝統的建造物群保存地区修理事業

平成25年度～

重要伝統的建造物群保存地区保存修理費国庫補助

　重要伝統的建造物群保存地区において、伝統的建造物等の保存修理等の基準に沿った整備に対し補助を行
う。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　　郡上市郡上八幡北町重要伝統的建造物群保存地区において、伝統的建造物等の保存修理等の基準に沿った整備に補
助（修理：４件、修景：３件）を行った。

評価軸③-3
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

▲修理前

▲修理前

▲修理前

▲修理後

▲修理後

▲修理後

郡上市－8



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和３年度
現在の状況

■実施済
□実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　（特記事項なし）

状況を示す写真や資料等

電線類無電柱化事業

平成27年度～令和３年度

社会資本整備総合交付金（都市再生整備計画事業）
※令和３年度：市単独事業

　重点区域内の市道鍛冶屋町柳町線、大手町鍛冶屋町線、殿町柳町1号線の3路線において、景観向上や市街
地交通の円滑化とともに、災害発生時の緊急対応能力の向上のため電線類の地中化を行う。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　無電柱整備工事の内、電線等の地中化をする入線及び切替工事、電柱の抜柱工事、電柱抜柱後の一部舗装工事を実施
した。これにより、重点区域内における電線類の地中化が完成した。また、工事の進捗状況等について、伝統的建造物群保
存地区保存審議会（１回）、都市計画審議会（１回）において報告を実施し、情報共有を図った。

評価軸③-4
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

▲施工状況（電線類無電柱化工事、中柳町）

▲施工後（電線類無電柱化工事、職人町）

▲施工後（電線類無電柱化工事、中柳町）

▲施工前（電線類無電柱化工事、職人町）
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和３年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　引き続き、社会資本総合整備計画（街なみ環境整備事業）による道路修景整備の推進
を図る。

状況を示す写真や資料等

社会資本整備総合交付金（都市再生整備計画事業）
※令和2年度～令和5年度：社会資本整備総合交付金（住環境整備事業）、市単独事業

　重点区域内の市道鍛冶屋町柳町線、大手町鍛冶屋町線、殿町柳町1号線の3路線において、重要伝統的建造
物群保存地区内の道路が周辺の環境と調和がとれるよう、電線類の無電柱化に合わせて、景観に配慮した道路
舗装を行う。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　近年、施工事例が多く施工後の状態が良好であることを確認している舗装（ショットブラスト工）を、社会資本総合整備計画
（街なみ環境整備事業）で重点区域内の市道（北朝日町・山本町・左京町）において修景整備を実施した。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

評価軸③-5
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

道路修景事業

平成27年度～令和５年度

◆カラー舗装を施す路線は、土系色の骨材を混ぜた舗
装合材により舗設し、その後ショットブラスト工により表
面処理を施して完成となる。

（写真解説）
路線中心から右側はショットブラスト加工前
路線中心から左側はショットブラスト加工後

▲着工前（左京町） ▲完了後（左京町） ※ショットブラスト工

▲着工前（山本町） ▲完了後（山本町） ※ショットブラスト工

▲ショットブラスト工法参考写真
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和３年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

評価軸③-6

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　　郡上八幡市街地空き家対策基金（100,000千円、市負担99,000千円）を活用し、（一財）郡上八幡産業振興公社「チーム
　まちや」が各種事業を展開した。
　令和３年度実績　 ○改修物件：４件（内２件入居済）　　　　 　 ○新規入居件数：１６件
　　　　　　　　　　　　 ○再契約数：９件　　　　　　　　　　　　　　　　○入居状況　　　：３７軒中３１軒入居中

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　（特記事項なし）

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

空家利活用事業

平成25年度～

市単独事業

　郡上八幡市街地空家空店舗状況調査の結果を踏まえて、町並みを維持するための空家の利活用として、住宅
の賃貸だけではなく、まちづくりと連携した様々な活動提案を支援する。

八幡市街地空き家利活用事業＜枠組み＞

②八幡市街地空き家利活用推進事業 １，２０２万円

・活用可能物件調査 ・活用計画作成

・活用希望者選定 ・活用物件維持管理

原資の拠出

（９,９００万円）

原資の拠出

（１００万円）
運用

改修・修繕資金

※ 借受期間（10年間）の家賃差額で

工事費を回収できる金額に設定

家賃納付（A＋α（※））

転貸賃貸

家賃納付（A）

郡上八幡産業振興公社

空き家改修

空き家貸付

空き家所有者 貸主

①空き家利活用基金

１０，０００万円

郡上市

▼空き家改修物件（八幡町向山）

▲改修後の玄関・外観▲改修前の玄関・外観

▲改修前の居間 ▲改修後の居間
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和３年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　コロナ禍の影響による観光客の減少に伴い、社会実験等が実施できない状況である。
また、交通対策計画の実施計画及び観光パンフレットへの反映は今後の展開となるた
め、引き続き、協議会、検討会において、住民等の合意形成を進める必要がある。

状況を示す写真や資料等

社会資本整備総合交付金（都市再生整備計画事業）　※令和2年度～：市単独事業

　有識者と地元住民を交えて現状の交通課題と風致を考察し、よりよい交通体系を検討するとともに、その成果
を推奨観光ルートとしてパンフレットに反映させる。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　コロナ禍での緊急事態宣言やまん延防止措置による観光客の減少により、調査に必要なデータ収集が困難となったため、
社会実験が不可能となった。また、有識者（学識経験者等）で組織する郡上市八幡町市街地交通対策協議会についても、開
催を延期している状況である。
　なお、主に観光車両を対象として、八幡市街地の中心部にある駐車場への流入超過による交通混雑を抑制するために、市
街地外周道路を利用して愛宕駐車場へ案内をする看板設置の検討を行った。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

評価軸③-7
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

城下町交通体系検討調査

平成26年度～令和５年度

▲公共駐車場（愛宕駐車場）への案内標識設置案 ▲公共駐車場（愛宕駐車場）への案内標識案

▲公共駐車場（愛宕駐車場）への案内標識設置とルート図（案）
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進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 令和３年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

□計画どおり進捗している
■計画どおり進捗していない

　コロナ禍の影響で活動が制約されたことが大きかったが、引き続き支援を図る必要があ
る。

状況を示す写真や資料等

伝統的しつらえ整備支援事業

　郡上踊や大神楽等、伝統的な町並みの風情を保つしつらえ設置に係る費用に対して助成を行う。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　文化財部局（社会教育課）では、平成２８年度から郡上踊や大神楽の祭礼が開催される地区の各家庭の軒先に吊るされて
いる提灯や、高張提灯等の修繕や購入を支援する制度を設けているが、令和３年度の実績はなかった。同様に、郡上おどり
運営委員会補助金による修繕支援についても、令和３年度の実績はなし。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

評価軸④-1
文化財の保存又は活用に関する事項

項目

コロナ禍での影響による踊りや祭礼等の活動が大きく制約されたため、令和3年度の実績はなし。
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進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 令和３年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　（特記事項なし）

状況を示す写真や資料等

祭礼活動及び用具整備支援事業

　毎年4月中旬に開催される春祭りにおいて、大神楽は市街地を巡行する。核となる三つの神社の衣装や小道具
等の購入修理や練習活動を、必要に応じて学識経験者等の指導・助言を得ながら支援することにより、活動の活
性化につながり歴史的風致の維持及び向上に寄与する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　観光課の郡上おどり運営委員会補助金から郡上踊り保存会の衣装（浴衣）購入を支援した。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

評価軸④-2
文化財の保存又は活用に関する事項

項目

▲新調した衣装（おどり浴衣）
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進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 令和３年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　市内外の利用者増に向けて、地域の歴史に関する調査研究を進め、展示や館報など
の普及啓発活動や、歴史資料保存に関する人材育成講座を行っていく。

状況を示す写真や資料等

重点区域の文化遺産　記録作成・調査研究事業

　文化財の保存活用に携わっている団体や地域組織と連携して、文化財や歴史的環境の記録保存と調査研究を
行う。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

企画展4回　　展示に関する講座3回　　館報の発行　１回
　開館から４年目を迎えた郡上市歴史資料館では、事業実績と論考を所収した館報の第３号を発行した。企画展では、重点
区域内から近代の郡上の観光をテーマとした展示を行った。また、歴史的風致の一つである郡上節の曲名が「サバ」から「春
駒」に改称されたことと絡めた展示を行い、関連講座を行った。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

評価軸④-3
文化財の保存又は活用に関する事項

項目

▼「一銭五厘のヤキサバ！ヤキサバ！ －郡上と

越前の人とモノの交流－」講座の様子

▼「一銭五厘のヤキサバ！ヤキサバ！ －郡上と越前の

人とモノの交流－」展示の様子

▲館報第３号の発行

▼「ふるさとの学校－学校保存資料に見る近代郡

上教育の歩み－」展示の様子
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進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 令和３年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　重点区域の歴史的風致の構成要素をテーマとした展示に伴い、座学や現地見学会を
開催することで歴史的風致の継承と普及啓発、教育活動を実施していく。

状況を示す写真や資料等

重点区域の文化遺産　情報発信・人材育成事業

　ふるさとの歴史、文化、自然、産業等の魅力、価値とともに課題を学ぶ各種講座を開催し、風致を担う意識を醸
成する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

人材育成講座　一般継続者向け講座11月2日間（7名）　職員向け12月2日間（9名）
　昨年度開催したふすまの下張りはがし講座の続編として、昨年度受講者向けに開催した。また、職員向けはさらに進んで、
はがした下張り文書の整理作業のため、台帳の様式を作成し、整理作業を進めた。いずれも外部講師による指導を受けな
がら進めた。
郡上おどりお囃子講座（主催：八幡地域公民館）　春期・秋期・冬期の各５日間（春期：２５名、秋期：３２名、冬期：２２名）
　生涯学習講座で郡上踊のお囃子講習会を開催し、担い手育成に寄与した。
郡上おどりオンラインライブ配信（主催：郡上おどり運営委員会）　９回
　郡上おどり運営委員会主催のオンラインライブ配信を実施し、コロナ禍でも踊りを楽しんでもらえるよう継続に努めた。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

評価軸④-4
文化財の保存又は活用に関する事項

項目

▲郡上おどりお囃子講座
春期・秋期・冬期のお囃子講座では、唄、三味

線、笛などのパートごとに練習や全体練習を

行った。

▲郡上おどりオンラインライブ配信

YouTubeライブ、Facebookライブ、郡上CTV

郡上八幡INGで生配信

９回（延べ動画再生数：57,343件）

▲人材育成講座 11月3日、4日

襖の下張りはがし講座 昨年度の受講生

向けに開催した。

▲人材育成講座 12月14日、15日

襖の下張りをはがし、出てきた下張り文書の

整理のため、台帳を作成し、整理作業を外部

講師の指導の下で行った。
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進捗評価シート （様式１-５）

評価対象年度 令和３年度

□計画の進捗に影響あり
■計画の進捗に影響なし

（特記事項なし）

状況を示す写真や資料等

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　昨年度から続くコロナ禍で、昨年度と同じく各種行事の中止に関する記事が掲載される中、コロナ社会にあわせた取り組み
やイベントについての記事が多数取り上げられた。特に、東京オリンピック閉会式にて郡上踊りが配信され、東京パラリン
ピックの聖火にも白鳥踊りの会場を照らす提灯の種火が採火に採用されるなど、本市の歴史的風致に関する内容が市内外
を問わず、世界にも発信することができた。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

郡上「寒水掛踊」保存尽力　文化庁表彰　鷲見さん「継承 力の限り」 令和3年12月3日

郡上本染　児童が継承　八幡小、渡辺一吉さんから手ほどき　こいのぼり製作スタート 令和4年1月15日 岐阜新聞

郡上おどり　今年も中止　市長「健康を守るため」 令和3年6月12日 毎日新聞

おどりなき2年目の夏　Tシャツで元気を　郡上おどり　ポスター再現 令和3年8月5日 中日新聞

郡上藩主の子孫 今も“居城”　青山さん　東京から移住、八幡城で窓口業務 岐阜新聞

岐阜新聞

二つの城跡　池を伴う庭園か　茶の湯たしなみ　酒宴設け　郡上・篠脇城 令和3年11月27日 朝日新聞

美濃飛騨スペシャル　郡上踊り保存会　20代の2人も歴史刻む 令和3年9月26日 中日新聞

全国から白鳥おどり　観光協　動画編集し公開 令和3年10月9日 中日新聞

令和3年7月4日

東氏ゆかりの史跡巡る　郡上入り800年記念　大和でウォーキング 中日新聞

評価軸⑤-1
効果・影響等に関する報道

報道等タイトル 年月日 掲載紙等

令和3年5月25日

中日新聞（令和３年１１月１３日）
郡上おどりがテーマの短編映画が公開された記事

岐阜新聞（令和３年８月１４日）
パラリンピック聖火採火式について

白鳥おどりの提灯からの採火を紹介した記事

中日新聞（令和３年４月１９日）
郡上八幡春まつりに係る記事
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令和３年度
・法定協議会等におけるコメント

（今後の対応方針）
・各事業の実施にあたっては、景観への配慮を図るとともに、地元住民等への周知を徹底した上で事業
を進める。また、現計画において記載のない歴史的風致についても、掘り起こし及び追加の検討をする
とともに、第二期計画策定の検討を進める。

法定協議会等におけるコメント　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 　　（様式２）

評価対象年度

コメントが出された会議等の名称：
　郡上市歴史的風致維持向上計画協議会

会議等の開催日時：
　令和４年５月１９日　午後1時30分から午後2時50分まで

（コメントの概要）

・郡上八幡城は、観光の入口となるのに、案内表示関係が乱雑で何とかならないか。木の成長で、城下
町からのお城が見にくい。また、お城の耐震化について、昭和8年の創建当時のものを復元するのが基
本ではないか。城の復元で、お城が元々にあった道路が実現できると良いのではないか。

・郡上踊保存会の創立100周年の節目の年にあたり、これから100年に向けて様々な課題があり、問題
提起あるいは意識の共有をして、今後の100年繋いでいけるように取り組みを行いたい。また、祭礼に使
用する衣装がかなり高騰しており、保存していくのに非常に憂慮している。

・郡上はどういう特色を持っているのか、何を観光の目玉にしているのかは、やはり城下町である。城下
町の特色をどういう風に実現していくかが課題であり、また伝建地区の部分拡大を構想をもっても良い
のではないか。

・看板については、非常に古い資料を使いながら、解説してあるのが、八幡町に相応しいと思いますの
で、このような形で広めていただければとも思います。
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